
静岡労働局　健康安全課

No
管
轄

発生月
発生時間

業　　種
規　　模

 事故の型起因物 発    生    状    況

1月 建築工事業 はさまれ、巻き込まれ

17時～18時 10～29人 トラック

1月 輸送用機械等製造業 はさまれ、巻き込まれ

19時～20時 300人以上 その他の動力運搬機

2月 土木工事業 はさまれ、巻き込まれ

13時～14時 10～29人 掘削用機械

2月 一般機械器具製造業 はさまれ、巻き込まれ

15時～16時 300人以上 コンベア

2月 建築工事業 墜落、転落

11時～12時 10～29人 トラック

2月 食料品製造業 はさまれ、巻き込まれ

7時～8時 100～299人 その他の装置・設備

6月 林業 転倒

12時～13時 10人未満 地山・岩石

2
浜
松

　被災者が加工機械を手動に切り替え加工機械の扉を開け、機械内側上部の開閉扉を開けて顔を出していると
ころにローダーが後頭部から激突し、はさまれたもの。

令和３年死亡災害発生状況　　
(確定値)

1
沼
津

　事業場資材置き場において、トラックをダンプアップして、荷台上の廃棄物をコンテナに入れる際、運転席に座
らないまま、地上からエンジンのキーを回したところ、トラックが後ろに急発進し、トラックとコンテナの間にいた被
災者が挟まれたもの。

3
島
田

　橋台工事に伴う深礎工の掘削作業中、構台上に設置されたクラムシェルが深礎工事で発生した残土をダンプ
に積み込むため旋回した際、クラムシェルの付近にいた被災者がクラムシェルのカウンターウエイトと構台の手
すりに挟まれたもの。

4
富
士

　製造ラインにおいて、搬出コンベヤーのトレイが詰まるエラーが発生した。被災者は機械を再起動した後で点
検扉を開け、トレイを手で押し詰まりを解消したところ、機械が動き、当該機械に胸部を挟まれ窒息したもの。

5
浜
松

　木造の一般住宅解体工事現場において、解体後の木材をダンプに積み込んだ後、積み込んだ荷の上で均し
作業をしていた被災者がバランスを崩し、約1.7m下のコンクリート製の地面に墜落したもの。墜落時頭部を打ち
つけ、意識不明となり救急搬送されたが、後日死亡したもの。

6
島
田

　被災者が製造ラインに原料を投入する作業を行っている際、原料の入った段ボール箱（約２００ｋｇ）をエアシリ
ンダーで箱を傾け製造ラインに投入する機械と、箱を乗せる台の囲いの中さんに挟まれた状態で発見されたも
の。

7
静
岡

　山林斜面で個人事業主２名と共に刈払機で草刈作業を行っていたところ、被災者が倒れているところを発見さ
れたもの。死因は、作業中に転倒したことにより頚髄を損傷し、窒息に至ったもの。



No
管
轄

発生月
発生時間

業　　種
規　　模

 事故の型起因物 発    生    状    況

6月
パルプ・紙・紙加工

品製造業
はさまれ、巻き込まれ

16時～17時 30～49人 ロール機（印刷ロール機を除く）

7月 水産業 おぼれ

8時～9時 10人未満 その他の乗物

8月 その他の建設業 墜落、転落

13時～14時 10人未満 建築物・構築物

8月 建築工事業 高温、低温の物との接触

13時～14時 30～49人 高温・低温環境

9月 卸売業 感電

10時～11時 10～29人 電力設備

9月 建築工事業 墜落、転落

13時～14時 10人未満 開口部

9月 食料品製造業 墜落、転落

10時～11時 50～99人 はしご等

8
富
士

　ティッシュペーパーを製造する機械において、巻取済のロールを搬出させるための機械が作動しているにもか
かわらず、紙粉の清掃を当該搬出機械の可動範囲にて行ったため、搬出機械と通路の手すりとの間に頭部を挟
まれたもの。

9
島
田

　シラス漁を行っていたところ、船に固定されたロープと網に接続されたロープを繋ぐガチャンコと呼ばれる金具
が外れ、手船の左舷側に置かれていたロープ束（網につながれているロープで全長２００ｍ）の一部とともに海に
転落した。死因は溺死。

10
富
士

　小学校北校舎屋上の高さ４ｍの貯水塔で、貯水槽の配管保温材の撤去、新設作業を行う工事の際、同所へと
至るための昇降はしごを昇降中墜落した。

11
富
士

　差し筋に付着したコンクリートをブラシで清掃する作業をしていたところ、作業位置から約２ｍ深い位置にある
ベース基礎の横に倒れていたため救急搬送されたが、搬送先の病院で３日後に死亡した。

12
静
岡

　ディーゼル発電機の点検を出張作業により行っていたところ、感電死したもの。

13
浜
松

　コンクリート造の建物解体工事において、手すりのない2階のベランダから約3.75ｍ墜落したもの。死因は、頸
椎損傷による低酸素脳症。

14
富
士

　野菜の種を植えるために1.3ｍの作業台に乗って作業をしていたところ、同作業台から墜落死したものと思われ
る。
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9月
パルプ・紙・紙加工

品製造業
はさまれ、巻き込まれ

10時～11時 10人未満 その他の一般動力機械

10月 土木工事業 その他

11時～12時 100～299人 その他の環境等

6月 畜産業 墜落、転落

8時～9時 10人未満 屋根・はり・もや・けた・合掌

10月 建築工事業 分類不能

15時～16時 30～49人 クレーン

11月 道路貨物運送業 交通事故(道路）

1時～2時 100～299人 トラック

9月 その他の建設業 交通事故(道路）

15時～16時 10人未満 トラック

9月 土木工事業 墜落、転落

15時～16時 10人未満 掘削用機械

15
富
士

　紙管ロールを製造する事業場。ロールを製造する回転軸を止めずに紙管製造用の紙を軸に巻き付けようとし
たところ巻き込まれ死亡。

16
磐
田

　山間地にある送電線鉄塔の工事において、作業準備のため徒歩で用具を運搬中、スズメバチに襲われた。被
災者は上半身を多数刺されたため、救急搬送され治療を行っていたが翌日死亡した。

17
浜
松

　事業場の屋根に遮光用塗料を塗る前作業として、被災者は豚舎屋根上に昇降し動力噴霧機を用いて屋根を
水洗いしていたところ、屋根の端部から約２．４９ｍ下に墜落。災害発生後、被災者は救急搬送され入院してい
たが、令和３年９月１８日に死亡した。

18
浜
松

　ジブクレーン解体中、被災者は、緩めた起伏ワイヤーに墜落制止用器具のフックを掛け作業をしていたところ、
ジブの固定に使用していたワイヤーが破断した。その結果緩んでいた起伏ワイヤーが瞬時に緊張したため、被
災者は跳ね飛ばされ、その後宙づりとなり、出血性ショックで死亡した。

19
浜
松

　被災者はトラックを運転し、国道バイパスを走行中、対向車線からはみ出してきたトラックと正面衝突した。

20
三
島

　被災者は現場作業終了後、軽トラックを１人で運転していたところ、交差点を減速することなく直進し、道路を
越えたところにあるバス転回所の鉄柱に激突した。

21
三
島

　土石流災害の復旧及び捜索活動において、ドラグショベルを用いて、がれきであるコンクリート板をつり上げ、
旋回したところバランスを崩し被災者が川に転落、その後、被災者の上にドラグショベルが落下したもの。
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管
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12月 金属製品製造業 激突

0時～1時 100～299人 コンベア

4月 飲食店 転倒

16時～17時 10～29人 通路
23

三
島

　皿を持って運搬していた際、濡れていた床面で転倒し、転倒の衝撃で右大腿骨頚部を骨折した。被災後、被
災者は大腿骨骨頭置換の手術を受けたものの、当該手術中に、肺血栓塞栓症を発症して死亡した。

22
富
士

　被災者が見当たらなかったため、ベルトコンベヤーを含む設備を停止させ、捜索したところ、ベルトコンベヤー
の下にて、同所を清掃していたと思われる労働者が頭部から血を流し倒れていたもの。


